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長郭水泳先生 に御協力を賜り深 く感 謝致 しま す．

19．TLD の使用 実験　　　　　　　　　　　 tt

　　　　　新潟県保健所放射線技師会研究班 津川保健所
．

　　　　　　高波 常雄
・
佐藤 　章子 ・○高 井　昭三

　熱螢光線量計の 使用 に当 っ 七，素子の バ ラ ッ キ ， 管電

圧 に よ っ て 感 度が ど う変化す るか ， 実 験した の で 報告し

ます．

　 （方法）　 ビ ク ト リン R メ
ータを標準 に して，素子 295

本 に 同
一

照射条件で 照射す る．そ の 結果 ， ガ ウス 分布を

示 したが ，
ぜ ク トリン メ ータ と比較す る と平均 4．3 ｛部ピ

な っ た．又，バ ラ ッ ギは± 20％以内で あ っ た．

　管電 圧を変えた場合 で も，TLD の 方 が 約 20％ 感 度が

高か っ た・TLD 使用 に 当 っ て， エ ネ ル ギ依存性，方向

依存性，tバ ラ ツ キ ， 再現性 な ど問題 に な るが ，
．素子を標

準線源 で 十分校正 して，精度を高める必要があると思わ

れ る．

質問

　 1 ，照射後すみ や かに初期退行現象があるもの を 2 週

間の X 線撮影室 の 散乱線測 定 ｝c使用 されて い るが，何を

コ ン トロ
ール に して 比較検討され ましたか．

　 2，Energy依存性に つ い て，低 Energyに対す るTLD

素子 の 使用 は ど うで あ っ た か．X 線撮影 用 の 耳nergy で

は低 Energy 依存
1

性は どうで あっ た か．

　　　　　　　　　　　　　　　　菅野　勇範 幅 島）

答

　 1 ．退行現象の 補正 につ いて は，標準線源
226Ra で素

子 5本 を照 射 した 直後測 定 し た値 とそ の 素 子 を同
一

時間

照射 して 2 週閥後測定した値が ほ と ん ど変らなか う た．

又，自然放射線につ い て も 2 週間後測定 した値を考慮 し

た．

　 2．エ ネル ギ依存性は ビク 1、リ ン R メ
ー

タを基準とし

て X 線 60〜120kVp で は 4．2〜5．0倍 ぐらい で あっ た．

60kVp と 120　kVP で は 60　kVp の方が 20％ ぐらい 感度

が高か っ た．又，散乱線 な どの 低 エ ネル ギ につ い て は焼

結素子 に よ る実験が 出来 な か っ た．

20．膝蓋 骨 軸位撮影台の 試作

　　　　　青森県立中央病院放射線科

　　　　　　 ○ 須藤　博二 ・西村　　勲 ・嶋中　祐次

　　　　　　　長尾　勝 幸 ・斉藤　　雅

　 〔目的〕

　膝蓋骨 軸位撮影 1こは 多 くの 方法が あ るが 正 確 な X 線像

を得るた め｝こは 体位固定，X 線入射角度等 の点で の 正確

さが 必要 で あ る．我 々 は こ れ らの 点を満足する撮影台を

．試作 した の で 報告す る．

　〔装置〕

　島津回転陽極 500nエA 型 ID　150唱 　増感茫氏極光 FS 撮

影条件70kVp ，100　mA ，　 FFD 　100　cm ，時閥 0．1sec．

　〔方法〕

　テーブ ル の 端 に撮影補助具 の 試作台を付加す る．患者

を仰臥位に て 下腿部を45度下降す る、X 線束を水平よ り

30度 で 関節閥隙を通過 し下腿で支持されて い る カ セ
ッ テ

に垂 直 に入 れ る．

　〔考察〕

　体位，位置 づ けが簡単かつ 安定性が あ る．両膝を 1枚

の フ イ ル ム に収め 得 る．左右 の 比 較が得やすい．

21．検診車塔載 自動現像機の液管理

　　　　　公立学校共済組合東北中央病院

　　　　　　斉藤　昌彦 ・○高僑　孝
一・阿部　友博

　　　　　　池垣　知昭
・庄司　　博

　〔目的〕

　検診車塔載 自現機の 現像液 の 手補充の 量を，受診者 の

人数に よ っ て決定すべ く検討を加えた．

　〔方 法 〕

　未使用 の 現像液の pH ， 比重 ， 濃度を測定し，次 に 胃

撮影済 の フ イ ル ム ー−ICを現像 して 各測定値を 比較 した．

液の 疲労回 復を調べ る 為 に現像後の 液 に補充 量 を 200cc

毎増加 させ ， 何 cc の補充量 の ときの 測定値が 未使用 の

液 の 測定鱆と同 じに成るか を調べ た．

　〔結果〕

　一本現艨した と きの 補充量は 80  cc
， 半分現縁で は ，

400ccの データを 得 たが ， 実際に一週 間の 検診 1・C於て 毎

日補充して 現像を行 うと少 しずつ 濃度の 低下が 見 られ

る．こ れ は 液の 温度酸化，経 口酸化等 の 要因が 加 わ る為

で あると思 われ る．

質問

　補充量は ／本当 り 8  Occ が 最 適 と言う事か．

　800cc〜1
，
0GQcc の 闇の 量 もあ るの で は な いか．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 伊藤 （福島）

答

　
一

本現像の 補充量は 800cc で すが 日数が 経過 す る と

経 日酸化，温度酸化等 の要素が 加わ り800cc以 上の 補充

量 が 必要で す．

22．オート附加 フ ィ ル タの 試 作 に つ い て 算 4 報

　　　　　新潟県厚生農業幽 司組合連合会

　　　　　　　　中央綜合病院放射線科　目黒　正誠

　附加 ブ イ ル タを使用す る と被 ば く線 量 が 軽減 され る事

は よ く知られて い ます．しか し実際面 で は撮影電圧 や部

位 に よ っ て 又 装置等 に よ っ て 附加 ブ イ ル タの 種類が 違 っ

一
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て き ます．そ れ に撮影時に附加 ブ イル タ を挿入するこ と

も手数が か か ります．そ こ で 撮影電圧に応 じて 自動的に

ブ イ ル タ の種類が変化する 装置 に した らよ い と思 い試作
・
しました．今まで に X 線 TV 装置の 方で 消化管用に 3 機

程試作 しま した が今回 は一
撮影装置の もの を試作 しまし

た．附加 ブ イ ル タ は撮影電圧が 80　kVp〜100　kVp で 0．1

rnmCu
，

100　kVp 以上 で 0．2m エnCu と な る様 に し ま し

た．

質問

　 ブ イ ル タは 80kVp まで 0．1．・80 〜 100　kVp
，
0．2mm

・Cu と言うこ とか．　　　　　　　　　　 伊藤 （福島）

答

　80kVp 〜100　k▽p；0．1 皿 mCu 、100　kVp ； Q．2mmCu ．・

　以上 の 附加 ブ イ ル タ は管電圧をセ ッ トする こ とllCよ り

自動的に選択 され る．

23．各施設 の 自現 機の 濃度変化 に つ い て

　　　　　新潟県厚生連　三条総合病院

　　　　　　佐藤　栄一 ・Q 佐藤　栄次 ・相 田　　勤

　〔目的〕

　日常使用 して い る自現機 の 濃度が，現像時間，現像温

度，機種，処理枚数に よ っ て 椙当な バ ラ ッ キが 生 ずるの

で は ないか と考え ， 各施設 の 自現機の 実態を調 べ た．

　〔方法及 び 結果〕

　光 階段露光 フ イル ム を各施設 に現像処理 を依頼 し， そ

の 濃度測定を行い，現豫時間別，現像温度別，機種別，

処 理枚数別の 濃度曲線を作成 し比較 して み た．又 それ ら

の胸部写真を撮り比 較 して みた．そ の 結果我 々 が調査 し

た 自現機で は濃度曲線に多少の 差 は あ っ たが，実際使用

す る うえで の 差は，ほ とんど認 め られなか っ た．

24．希土類増感紙 の 使用経験

　　　　　　　　　　済生会新潟総合病院放射線科

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○ 塩谷　義夫

　〔目的〕

　サ ク ラ （GTS ）希土類螢光休と オ ル ソ フ ィ ル ム の 組合

わぜ と ， 極光 （FS）螢光体とレ ギ ュ ラワ イル ム の 組合わ

せ とを，比較 して 見て，希土類螢光体の使用の 可否 につ

いて ．

　〔結果：｝

　濃度特性曲線 は，GTS も FS も r 値が 同 じ く，感 度が

3 倍又 フ イ ル ム の カ ブ リ 濃度は 同 じ．比 感 度 は ，
100

kVp 以 下 で は，変化が 大 きい が ， そ れ以上 だ と， ほぼ
一

定 ICな る．鮮鋭度 は，両者比較して ， こ れ と言 っ た違い

は見 られ な か っ た．級 曝量 は，％ 〜 ％ に減少した．

　以上 の 事 によ り，婦人科領域等につ いて は ， 非常に有

効 と思われる，なお，量子モ トル につ い て，希土類の 場

合問題がある と思われ る．

25．当院 に おけるシ ャ ウ カ ス テ ン の ROC 法 に よる輝度

　　 の 検討

　　　　　東北大学医学部附属病院放射線部

　　　　　　有馬　宏寧 ・0 渋谷　　淑 ・針生　俊
一

　　　　　　　　　　　放身寸線医学教室　　太 田　　　　温

　私達 は 当院の 各科外来 ， 放射線部に 設備され て い る，

40台の シ ャ ウカス テ ン を輝度別に区分し，
バ ーガ フ ァ ン

トム を使用 して ROG 曲線を求め，最適照度を検討 して

み た．シ ャ ウ カ ス テ ン を高輝度 （6，　OOOル ッ ク ス 以上），

中輝度 （4，000か ら6，’000？．u ッ ク ス ）， 低輝度 （2，
000ル ッ

クス 以下） の 3群 に分けた．こ の 中から 1 台 つ つ 選び，

itキ ス パ ー
ト14名，エ キ ス パ ードで ない 人14名，計28名

の 読取 りか ら ROC 曲線を求めた．　 この 結果今回の 実験

で 濃度0．3か ら2．0の 範囲の X 線写真は ，
5，GOOル ッ クス

か ら6
，
0    ル ッ

、
クス 位の 明 る さが 適当で あ る と思 われ る，

26．各種増感紙 及 び フ ィ ル ム 組合わせ に お ける諸特性

　　　　　弘前大学医学蔀附属病院申央放射線部

　　　　　　○斎藤　　隆 ・菅原　孝也 ・樽沢　　清

　　　　　　　長 内　恒美 ・安倍　勝美 ・辻 　　敏郎 ・

　　　　　　　坂本　哲夫 ・藤森　　明

　希土類螢光体増感紙を含む各種増感紙と オル ソ，レ ギ

ュ ラ フ イ ル ム の 組合 せ 10腫類 につ い て 感度及 び MTF の

点から基礎的実験を行 い比較検討 した．比感度は LT −H

に Ω，LT −M ・CRX を 1 とした場合を基準とした．又各

フ ァ ン トム の 厚 さにおけ る電圧 の 比感度と各電圧 に お け

るフ ァ ン トム の 厚さによ る比感度は電圧が高くな る に従

っ て 高 くなり厚 さによ っ て も変化した 1 各種組合わせ 10

種類 の MTF と肉眼 に よ る分解能を求 め臨床写真を供覧

した．以上 の 結果か ら， 感度の 高い もの は ど うして も，
MTF が悪 く，実際 の 使用で は ど の程度の 解像力 ま で 許

容 され得るか が ， 重要な 問題 で あると考えられ る．

27．東芝 5 イ ン チ ス キ ャ ナ 用鍾エ ネル ギ コ リ ；C　一タの 分

　　解能

　　　　　秋 田県立 脳 血 管研究 セ ン タ放射線科

　　　　　　Q 蜂谷　武憲 ・
相沢　康夫 ・小野寺　洋 、

　　　　　　　庄司　安贋 ・菅　　幹 雄 ・佐i々 木信 夫

　　　　　　　羽 ヒ　栄
一

　最近開斃 され た東芝 5 イ ン チ ス キ ャ ナ 用低 x ネル ギ出

リメ ータ 211h。leの 分解能 につ い て 報告 した．

　分解能の 測 定 は幾何学的評価及 び Line　source 法 を用

い た．

　こ の 結果 ， 幾何学的評価法 で の Septa は So，　 Sエ と も
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